
読書のススメ 

読書してますか？ 子どもは親の言ったようには育たない。親のしたように育つ。 

 〇 どこよりも遠い所にいる君へ （阿部 曉子） 

 〇 最後の証人 （柚木 裕子） 

 〇 アンマーと僕ら （有川 浩） 

 〇 火喰
ひ く い

鳥
どり

 ～羽州ぼろ鳶組～（今村 翔吾）   フリーソフト『読書メーター』 

 

子どもたちから、「何かおもしろい本を紹介してください」と言われたら、何を

紹介しますか？ 

（『中学生の読書』編集委員長・広幡小 清松治子校長） 

『中学生の読書』は、他の刊行物のように、授業で学ぶ内容が掲載されているわけでもなく、

ドリル形式になっているわけでもありません。大きな役割は、子供たちを読書と出会わせる

ことだと考えています。 

 読書という活動は、自分で本を読もうと思って、自分で本を選ばないと始まりません。大

変「主体的」な活動です。子供たちに何も働きかけずに、この主体的な活動ができるように

なるとは、考えられません。中学生であれば、就学前や小学生のときに、御家族や教師の働

きかけで読書に興味をもって、自分で本を読んできた子も少なくないでしょう。しかし、そ

うでない子もたくさんいるはずです。そんな子供たちが読書と出会えるよう、また、本を読

んできた子にとっても、より多くの本との出会いがあるようにと考えて編集しています。 

『中学生の読書』に掲載された作品は、世界の美しさや命の尊さを詠った詩、中学生の子供

たちの悩みに寄り添うような小説、古人の知恵を学ぶ古典、社会の課題に目を向けさせるド

キュメンタリーなどさまざまです。掲載作品はどれも短く、読み聞かせもできるように考え

られています。学級指導や道徳の教材として使える作品もあります。作者も、ヨシタケシン

スケ、又吉直樹、若林正恭、中川翔子、瀬尾まいこ、辻村深月など多様です。子供たちの興

味関心はもちろん、子供たちに読んでほしい、読むべき価値のある作者・作品を集めたと自

負しています。 

 そもそも、読書にどれほどの価値があるのか、読書しなくても子供たちにデメリットはな

いとのお考えもあるかもしれませんが、読書のメリットもたくさんあるはずです。読解力や

語彙力を向上させ、想像力を伸ばし、主体性を養う。なくても生きてはいけるが、あればよ

り豊かに生きることができる。教師なら、子供たちに豊かに生きてほしいと願わずにいられ

ないでしょう。『中学生の読書』は、その手伝いができると思っています。 



『楽しい読書』の紹介 

 
『楽しい読書』編集委員長 山中 智恵 

 
１ 『楽しい読書』の特色 
 
  『楽しい読書』は、子どもたちが、生涯学習の礎となる読書習慣を身に付けるために非常に
有効な刊行物です。小学校 1年生版から6年生版まで6品目が刊行されており、それぞれ
以下のような工夫を凝らした編集がされています。 

 
① 発達段階にあった作品を掲載する 
② 文学的文章・説明的文章・伝記・古典・詩歌など幅広いジャンルから作品を掲載する 
③ 教科書掲載作品に関連する読み物、同じ著者のほかの作品を掲載する 

④ QRコードからさらにほかの作品を紹介したり、各作品末に「読書の手引き」を載せた 
りして、子どもたちの読書への関心を広げられるようにする 

  
 
２ 読書活動の状況と『楽しい読書』の活用 
 
 先日、三河教育研究会から三河地区の全小学校に対して「小学生の読書活動に関するアンケ
ート」を実施させていただきました。その結果、 
 ① 96％の小学校が何らかの形で「読書タイム」を設けていること 
 ② 98％の学校が何らかの形で「読み聞かせ活動」を取り入れていること 
 がわかり、大半の学校が「読書」の重要性を認識し、教育活動に「読書」を組み込んでいるこ

とが鮮明になりました。 
 反面、『楽しい読書』の採用率は2％にとどまっています。三河地区 12万人強の小学生のう
ち、『楽しい読書』を個人持ちしているのはわずか２，４００人ほどということになります。 
 
３ 『楽しい読書』全学年セット販売について 
 
 『楽しい読書』の良さを少しでも多くの子どもたちに感じてほしい。そして読書の幅を広げ、
読書習慣を身に付けていってほしい。そんな願いから、愛知教育文化振興会が『楽しい読書』
の全学年セット販売を企画されました。詳しくは、別配付のチラシを参照してください。 
 １冊の単価は５８０円のままですが、全学年セットつまり６冊セットで採用していただければ、
2,000円で提供するというものです。1冊換算で333円、実質4割引きになります。 
 先のアンケートでは、『楽しい読書』は、学級文庫や図書館等に置くのが効果的であるとの回

答が73％を占めました。全学年セット販売を有効に使えば、各学級に 1冊という配架がとて
も安く実現できます。 
  三河の先生方による、三河の子どもたちのための、安価な刊行物である『楽しい読書』を、
この機会に是非ともご採用いただけることをお願いいたします。 
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